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聖学院大学総合研究所カウンセリング
研究センター主催シンポジウム

現代人の癒しと信仰

私たちは日々癒しを求めている。医療による癒
し。カウンセリングによる癒し。その他もろもろ
の癒し。これらの癒しは信仰とどう関わるのか。
そもそも信仰による癒しとはどのようなものなの
か。
日時　2009年10月23日㈮14：00 ～ 16：30

場所　新都心ビジネス交流プラザ 4階会議室A

【プログラム】
主催者あいさつ　阿久戸光晴（聖学院大学学長）
シンポジウム
シンポジスト
①青年期
　 菊地　順（聖学院大学人文学部教授、チャプレ

ン）
②中年期、老年期
　 堀　肇（鶴瀬恵みキリスト教会牧師、臨床パス

トラルスーパーヴァイザー）
③ 精神科医から見た青年期、中年期、老年期にお

ける発達課題と問題点
　平山正実（聖学院大学大学院教授）
質疑応答・討論
司会　村上純子（聖学院大学非常勤講師・臨床心
理士）
【結果の概要】
・ 参加者は96名だった。内アンケート解答者は53

名。
・ シンポジウムについて、「良い」という意見が

87％と高い評価だった。
・ 自由意見では、「もっとじっくり聞いてみたい」

「時間が短かった」「有意義なシンポジウムだっ
た」など。

＊ 参加者の年齢は、「70代」「60代」「50代」で約8

割を占めた。
　男女別には、「女性」70％、「男性」30％であった。

＊ 職業別では、「無職」が44％と最も多く、次に「牧
師」12％となった。

　 「その他」の内容として、「主婦」「牧師夫人」など。
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＊ 参加の動機として、「自宅に送られた案内を見
て」が最も多く、次に「教会に送られた案内を
見て」だった。

　 「その他」として、「友人の勧め」「職場の同僚の
誘い」「教会で案内されて」「知人の誘い」など。

質疑応答と討論　左より菊地順教授、堀肇牧師、
平山正実教授

自由意見

・ その人のかたわらにいて、ふんばる事―平山先
生のお言葉ですが―ふんばれなくなるほど、自
分も弱いし、とても太刀打ち出来ないケース
や、時に自分も枯渇するという場合もありま
す。癒しを必要とする人もそばに立つ人も同じ
く癒しを必要としていると感じます。毎日毎日
癒しとなぐさめをいただき、日々更新していく
ことかなと思わされます。一日の苦労は一日で
足れり、夜休むときには、日中いかなることが
あってもホッとして休める癒しの一つのみこと
ばがあります。ありがとうございました。

・ このようなシンポジウムを開いていただき、感

謝します。
　 癒しを必要としている方々が、周りにおり、こ

れからのクリスチャンの大切な力になると思い
ます。

・ 大変濃い内容をありがとうございました。特に
プロテスタント病と名づけられたことについ
て、私自身が経てきた過去15年の教会生活とあ
わせて今お聞きできたことが、恵みでした。信
仰者の中にこそ固い考えの人が多いことも感じ
るこの頃です。知らずに陥るパリサイ人的存在
…恐いです。もっと広くとらえる心が信仰者に
与えられるように祈る者でもあります。今、自
分の弱さのため（清められることが前面に出る
ことがよくないと、自分の判断で）ジプシーク
リスチャン的にひっそり礼拝を守る生活です。
一ヶ所におられる、えらいクリスチャンとなか
なか話を共有することが出来ず、残念です。今
回のような内容がもっと広く行き渡ることがあ
るようにと願います。主がわたしをここに導い
て下さったことに感謝します。

・ シンポジウムありがとうございました。タイム
リーで、今日の教会には大変に重要な課題です
ので、感謝です。また、このような牧会的テー
マをお願いいたします。各世代別に深めていた
だくと感謝です。

・ 菊地先生、罪の理解、キリスト教的人格の形成、
とても興味深い事柄なので、時間をかけてじっ
くりと聞きたいと思いました。

会場はほぼ満席となった

　堀先生、統合という牧師先生らしいお話。

参加の動機 
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　平山先生、いつも時間が短くて残念です。
・ 精神科医のお立場からのご意見がとても勉強に

なりました。信仰を持つことで心に負担を持つ
ことがあると思います。どのように、そのバラ
ンスを持てばよいのか。次回はそのところを深
く知りたいので、またの機会を楽しみにしてお
ります。

・ 三人の先生の立場からの講義をうけ、気づきが
与えられて感謝です。キリスト者のうつや他の
病気の場合の癒しは平山先生の話で本当に教え
られました。なぐさめるということ、なぐさめ
られるということが癒しと信仰を両立させるこ
とであると思いました。

・ 先生方お一人お一人のお話をもっとじっくり聞
きたかった（短すぎる）。

　 菊地先生の大学教授、チャプレンの立場から、
堀先生の牧師の立場から、平山先生の精神科医
の立場からとても勉強になり、心の糧になりま
した。教会の中に心の病で苦しんでいる兄姉が
たくさんいます。隣に寄り添い、祈ってさし上
げたらと思われました。参加して良かったで
す。感謝します。

・ お一人30分というのは時間が少ないと思いま
す。人数を二人とかにして、もっとゆっくり時
間を気にせずお話してもらった方が良いと思い
ます。菊地先生のお話はレジュメのプリントを
読み上げることが主でしたが、もう少し脱線し
てもいいようなお話も聞きたいと思いました。
ですので堀先生の方が話しにひきこまれまし
た。

　 今日の質問を聞いていて、「いやし」を与える
立場の人より、「いやし」を受けたい人の方が
多いように今日の参加者について思いました。
現在、「カウンセリング」を学んでいる私は、
今日は平山先生のおっしゃる「かたわらに寄り
添う」という思いをもって今後もつとめていき
たいと思います。

・ 平山先生のようなお話を、牧師にお話していた
だいて、心の病いをもっておられる方の理解を
していただいきたいです。

・ もう一つのプロテスタント病にとても興味をも
ちました。ハイムの主張は本当に納得です。菊

地先生の豊富な知識を尊敬します。
・ 菊地先生の「プロテスタント病」のお話をもっ

と深くお聞きしたかった。その機会をぜひ作っ
ていただきたいと思います。プロテスタント教
会への登校拒否者より。

・ 本日の感想として、癒しとはプロテスタントよ
り、カトリック信仰のほうが優れていると感じ
た。次回の講演は「カトリックとプロテスタン
トの違い」を選択してほしい。

・ 老年期を迎え、身体的おとろえ、痛みの増すこ
の時を何故に信仰をもって喜んで日々を送るか
が私の祈りです。霊と肉の狭間で絶えず上を見
上げて日々を過ごしたく願っております。

・ ボランティアに役立ちそうです。「あなたは神
に愛されている」と伝えつづけたいと思いま
す。堀先生のメッセージ、特にすばらしかった。

・教会生活に役立てたい。

熱心に講演を聴く参加者たち

・こういう講座を開いて下さり、感謝いたします。
　 三人の先生方の貴重なお話、魂のごちそうをい

ただきました。ありがとうございます。
・ 多面的視点から注視する魂の問題を見るチャン

スとして有益であった。
・ 今後また学びのチャンスを望んでおります。よ

ろしくお願いします。
・ お一人お一人の持ち時間が少なくて、もったい

ないというか、もっとじっくり聞きたいと思っ
た。一つのテーマが多角的に伺えて面白かった
です。

・ 一人一人の先生方の話は、大変重要な話しです
が、時間が短くて内容が理解出来にくかったの
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で、一人のテーマで一回毎に話をしてほしい。
・ 時間が少なくてもったいないと思います。立派

な講師の先生方にそれぞれの持ち味をもっと生
かしたお話をもっとゆっくりお聞きしたかった
です。

・ おひとりお一人の先生方のお話をじっくりお聞
きしたいと思いました。時間が短く残念でし
た。大変勉強になりました。

・ 発表時間が短いため、全員時間を守らなかった。
・ せっかくのシンポジウム、より深く学ぶことが

出来るために、レジュメの内容を充実したもの
でお願いしたい。今回の菊地先生のレジュメの
レベルまでお願いしたいです。

・ 質疑応答の時間があればよかった。質問票の提
出よりも質問者の生の声で質問できるようにし
てほしい。読み上げられるとかえって質問の内
容がわかりませんでした。

・ 私には少し話しの内容がむずかしかった。三人
話されましたが、講師に一時間ぐらいとっても
らったら良かった。特に堀先生に時間をさいて
ほしかった。

 ・  菊地先生、難しかったので、帰って読み返しま
す。

・癒し方法、実例を聞きたかった。
・ エイジング（老化）に対する考え方、対応といっ

たお話を聞きたい。
・ とても有意義なシンポジウムであったと思いま

す。多くの気づきがあった。
・ 大変良い学びをさせていただいてありがとうご

ざいます。
・ 大変良いお話を伺うことが出来ました。ありが

とうございました。
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